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1.緒 言

尿素 を飼料化するに当つては,そ の安全性 を増すように注意 しなければならない・その

17法としては糖分,硫 黄化合物,ア ミノ酸,ビタミン,ミ ネラルなどの添加 と尿素の難溶

化などが考えられる.わ れわれはこれ らの点について研究を行なつて来た1-5)が 今回は油

脂加工 尿素について実験した結果を報告 しようと思 う.
一般にシロネズミや ニワトリの消化管内では反鋼動物におけるような尿素 の微生物によ

る利用はほとんどないものとされているので,尿 素自身の消長を知るために木研究ではと

くにこの二つの動物を用いて実験を行なつた.

lI.油 脂 加 工 尿 素

尿素が油脂とよく吸着結合することを利用して,尿 素に小量の油脂を加えて調製 したも

のである.こ れは尿素の溶解性ならびに吸収をおくらせる目的で作つたのであるが,製品

の外観は尿素 とほとんど変 りなく,水 中では大部分 の油分 を分離しよく溶解 した・製品中

の窒素は44,2%,脂 肪は3,5%で あつた・

III.シ ロネ ズ ミに よ る実験

体重約1009の 雌シロネズミ5頭 を1区 として,精 白裸麦粉94,緑 葉粉5,コ ロイカル

(CaCO3)1を 配合した基本飼料に油脂加工尿素(FU)を3%あ るいは10%の 多量を配

合して,日 々一定量を水でねつて蒸煮して与え,40日 間飼育 した・その間,飼 料食下量,

消化吸収率,成 長率,飼 料効率などを測定した.そ の結果を第1表 に示 した.

シロネズミの食欲ならびに成長はFUの 添加にほぼ比例して抑制された.し かし飼料食

下 量を計算に入れた飼料効率を比べると対照 とほとんど変わらなかつた.ま た基本飼料の

蛋白質,糖 質,灰 分の消化率にも影響は認められなかつた・このことからFUの 成長の抑

制はシロネズミ の食欲を減退 させたことに原因し中毒ではないと考えられた.



Table 1. Effects of fat-treated-urea on growth, feed 

     efficiency and digestibility.

つぎにFUの 窒素の消化率は98%で,ほ とんど全部吸収されることを認めた・

成長試験の後解体して内臓を観察し,内 臓分布を調べた結果を第2表 に示した.

Table 2. Effects of FU on viscera distribution of rats 
      (per cent of viscera in whole body).

FUZO%0添 加区の肝,腎 がやや大きかつたほかはほとんど異常を認めなかつた.

さらに血液の血色素 と尿素の含量を測定し,か つ肝臓および筋肉の 一般成分および尿

素含量を測定した.尿 素の定量は血液,臓 器などの 三塩化酢酸で 除蛋白した濾液につき

Diacety1・monoxime法6)に より測定した.そ の結果を第3表 に示 した・

第3表 に示したように血色素 量には変化は認められなかつた.血液中 の尿素はFU添加

量にほぼ比例 して著 しく増加 していることが認め られた.

肝臓の蛋白質はFU10%区 で明らかな減少が認められた.こ れは食欲の減退にともな

い,純 蛋白質の不足によるものと考えられた.

肝臓および筋肉の尿素含量はFU3%添 加区でやや増力fiし,FU10%区 では明 らかに増

加 していた.し かしその含量はわずかに17か ら34mg%で 少かつたので,全 非蛋白態

窒素含量は対照区と比べるとほとんど変化は認められなかつた.

要するにFUは ほとんどすべて吸収され,体 内にも多量に保溜されていた.な おFU



Table 3. Effects of  FU on the composition of blood, 

     liver and muscle of rats.

の 吸収:[について は,別 に ヒナ を 用 い て実験 した(後 述).

IV.ヒ 非 に よ る 実 験

・ニワ トリに 尿 素 を与 え た 場1'}の 類1果に つ い て は諸 氏 の研 究結 果 が …定 しな い 。Slinger

穿7}は ヒナ に 尿素0.4～4.0%を 配1径 した 飼料与え て 成長 効果 の な い こ とを 報告 し,西

川 等8)は ニ ワ ト リの飼 料 に 尿素 を5%ま で 配 合 して も害 が ほ とん どな く,胃 まで に大 部 分

吸 収 され,か つ す み や か に多 量 に 尿 中 に排 泄 され る こ とを 報告 して い る.ま た 亀高 等(」)は

ヒナ に つ い て,魚 粉13%を 含 む 飼料 に 尿 素0.5%配 合 すれ ば発 育 が よ くな る こ とを 報告

し て い る.

わ れ われ は 湘 脂加工 に よつ て 尿素 の吸 収 速 度 が どれ 位 変 化 す るか,ま た体 内 に お け る消

長 を探 究 す る こ と と した.

体 重360～3909の 自色レグホン'雄3羽 を1区 と して,トウモロコシ 粉70,ふ す ま12.5,

脱 脂 大 豆 粉5,魚 粉5,コロ イカ ル(CaCO3)2,食 塩0.5を 配 合 した 基 木 飼 料 に 尿 素

(純 結 晶)(U),FUを お のお の5ioの 多 量 を 配 合 し,さ らに 各 飼 料 に 消 化 率 測 定指 示 薬

と して0.2°bのCr203を 加 え た もの を水 で ね つ て与 え 飼 育 した.10日 間 の成 長 を調 べ

た後,12日 後,13日 後,14日 後 の3回 にわ た り・各区 か ら一 羽 ず つ 解 体 して,肝,腎 の

状 態 を 観 察 した.そ の結 果 を 第4表 に示 した.

Table 4. Effects of  FU or urea on growth of chicks.



Uお よびFUの 添 加 区 は 対 照 区 に 比 べ て 成 長 が 劣 つ て いた が,UとFU間 には ほ と

ん ど成長 差 は な か つ た ・ ま た肝,腎 の分 布,お よび 肉眼 的 観 察 で は1'U,U,対 照 の各 区

共 に 異常 は認 め られ な か つ た.

っ ぎ に」血.液,肝 臓,筋 肉 中 の尿 素 を測 定 した.試 料 を.漁 化 酢 酸 で 除蛋白 し,濾 液 につ

き 尿素 をクロマト グ ラ フ ィー(溶 媒:水 飽 和ローブタノール)で 分 離 し,水 で 抽 出 して

lliac;L土yl-manoYime法6)に よ り測 定 し た.な.SO参 考 のた め に メチ レ ン ジ ウ レ ア,ビ ウ

レッ トを測 定 した.5)そ の結 果 を第5表 に示 した.

Table 5. Effects of  FU or urea on urea content in blood, liver 

      and muscle of chicks.

Uお よびFU区 の血液,肝 臓,筋 肉中の尿素は対照に比べて明らかに増大 していたが,

UとFU区 との間に葉はほとんど認められなかつた.

っいでFUの 尿素の吸収速度を測るため1_Lr験終 りの ヒナを解体 し消化管を胃,小 腸上,

中,下,盲 腸,大 腸の6部 に分けて各部の尿素およびCrsUaを 測定 し,各 部の消化率を

求めた.Cr203の 定量は過塩素酸一硝酸酸化法io)に よつた.

U区 およびFU区 の消化管各部における消化率を算出した結果を第6表 に示した.た だ

し小腸上部の内容物は甚だ少なかつたので,確 笑な消化吸収率とは考えられないが参老の

ために記した.ま た盲腸内にはCr203は ほとんど見禺されなかつたので,こ こでの吸収

率にも信頼性が乏しかつたが,こ れ も参考のために記しておいた.

Table 6. Absorption rate of urea of fat-treated-urea or 
     urea by the chick (Urea digestibility %).

FU中 の尿素は胃ですでに88%,小 腸下までで99%吸 収され,甚 だすみやかに吸収 さ

れていた.し かしUに 比べて潜干消化吸収がおくれる傾向も認められないこともなかつ

た.



V.要 約

1.若 いシロネズミ に油 脂 力fl工尿 素(FU)を3%,あ るい は.10%の 多 量を配 合 した

飼 料 を与 え て飼 育 した.シロネズミ の 成長 はFUの 添 力雌 に ほ ぼ比 例 して抑 制 され た が,

これ はFUを 加 え た た め,ネ ズ ミの食 欲 が減 退 し,飼 料 食 ド量 が 少 くなつ た こ とに よ る と

_¥Lら れ た
.

FUの 窒 素 ソ)消化 率 は約98°vで ほ とん ど完 釜に 吸 収 され た.rUを3～10%添 加 して

も基本飼料の消化には 変 りがなかった.

FU10%区 の ネズ ミは 対ll,,,枢に比 べ て肝,腎 が や や 大 き く,肝 臓 の蛋白質 が 低 か つ た ・

血液,肝 臓,筋 肉 の 尿素含量 はFUの添加 に よ り増 大 した.し か し血 色 素 量,な らび に

肝 臓 お よび 筋 肉 の非蛋白 熊 窒 素 や 脂 肪 の含 量 には 影響 が なか つ た.

2,ヒ ナ に 尿素 あ るい はFUを5%の 多量 を配合 した 飼 料 を与 え た 結 果,成 長 は 対 照 に

比 べ て悪 か つ た が,尿 素 とFUの 問 に は・誰 は な かつ た.ま た 肝 臓,腎 臓 の重 量 な らび に 外

観 に は 異常 は 認 め られ なか つ た血液

,肝 臓,筋 肉 中 の 尿素 含 量 は 著 し く増 大 して いた が,尿 ・素 とFUと の 間 に は 大 差が

なか り た.

FUの 尿素 の吸 収 速 度 は 尿素 の場,'↑とほ ぼh可様 で,4だ 速 や か で,胃 で す で に88%,小

腸下 部 まで に99%吸 収 され て い た.

付 記.奉 研 究 は交 部 省科 学 研 究 費 に よ る もの の一 部 で あ る.ま た 東 洋 高 圧株 式 会 社 か ら

栂 助 を受 け た.こ こに 記 して謝 意 を表 す る.
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                               Summary 

   1. Young rats 'were fed on the ration containing 3 or 10 per cent of fat-
treated-urea (FU). The growth of rats was apparently suppressed proportion-
ally to the amounts of FU administered, and this suppression was considered



to be attributed to the decreased feed consumption of rats. 
   About 98 per cent of the nitrogen in FU was digested and absorbed by rats. 

   The liver and kidneys of rats fed on the ration containing 10 per cent of 
 FU were a little enlarged and the content of protein in their liver was lowered 

in comparison with those of control animals. 
   The contents of urea in the blood, liver and muscle of rats administered 

FU were higher than those of control animals, but the contents of hemoglobin 
in the blood and non-protein-nitrogen and fat in the liver and muscle were 
scarcely affected. 

   2. The growth of chicks fed on the ration containing 5 per cent of com-
mercial urea (U) or FU was more suppressed than that of the control ones, 
but there was no difference between the diet containing U and FU. 

   The weight and appearance of the liver and kidneys in chicks were not 
affected by the administration of U or FU. 

   The contents of urea in the blood, liver and muscle of chicks administered 

U or FU were considerably higher than those of control animals, but there 
was no difference between the lots of U and FU. 

   The urea in FU was found to be rapidly absorbed by the chicks as well 
as that in U, namely, the urea was remained unabsorb: d in the gizzard in 
amount of 12 per cent and in the under part of the small intestine in amount 
of only 2 per cent.
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